
事例：視察からの学びを共有し、実際の活動に取り入れる過程での支援 

1. 課題と改善の方向性 
 先進事例視察からの学びを実際の活動に生かす。 
 プロジェクトリーダーを決め、ワークショップにて合意形成を図る。 

2. 指導内容 
(1) リーダーと事前打ち合わせ 

 1 回目の様子の確認と 2回目のプログラム、タイムスケジュールなどを打ち合わせ。 

＊効果的なワークショップについて解説。 
☞ワークショップの必須条件として「場づくり」「プログラム」「ファシリテーター」の 3
つが重要。プログラムでは、限られた時間でその日の目的に向かって、より効果的な学び
や創造が起こりやすくするに「仕掛け」が必要。 
＜プログラム例＞ 

(2) ワークショップの実施 
 2 回目のタイムテーブル 

① 9：30～ 9：40 本日の目的と前回のふりかえり 
② 9：40～10：00 ウォーミングアップ 
③ 10：00～10：30 ペイオフマトリクスでのアイデア評価 
④ 休憩 
⑤ 10：30～10：10 A について課題整理と共有 
⑥ 11：15～12：00 B について課題整理と共有 
⑦ まとめ 

 １回目は組合内でブレーンストーミングを実施。意見・アイデアを項目別に分けるまで
できていたので、振り返りをし、アイデアの評価を「ペイオフマトリクス」のフレーム
で整理し、AとBに決定。 
 ペイオフマトリクスとは、「効果」と「実現性（実行コスト）」の 2つの軸で構成され

グループでの議論で何かを生み出していこうとす
る場合、以下の図のプロセスを取ることが多い。
意見出しの拡散で終わらず、収束（評価）までもっ
ていき、共有することが肝要！

・目的の共有化

・アイスブレイク

・フレームワーク
を活用して評価 



るマトリクスを用いて、効率的なアイデアの選択を行うためのフレームワーク。 

 効果とはその選択肢を実行することで得られるリターンの大きい・小さい、実現性と
はその選択肢を実行する難易度に関する軸。実現性が高いというのは実行しやすい状
況、実現性が低いということは実行しにくい（実行コストが高い）という状況。 

 評価軸は内容軸：効果、時間軸：緊急性、実行軸：難易度、リスク軸などがある。今
回は効果と難易度の軸を使用。 

 A、B を実施するにあたっての課題を「実施するに向けてすべきこと」と「そのために解
決すべき課題」の2つの問いに対して意見だしを行った。 

 今回の結果を経営陣や管理者に報告し、進めていくこととなった。 
 3 回目は 2回目からの進捗状況を確認することから始めた。 
 YWTのフレームワークで整理 

YWTとは、「Y：やったこと」「W：分かったこと」
「T：次にやること」3つの項目で振り返りを行い、
個人やチームの経験を学びに変え、次に繋げていく
ためのフレームワーク。日本能率協会コンサルティ
ングが提唱した手法 

 最終的には「何を」「誰が（経営層・担当者）」「いつまでに」やるかまで整理。 
 注意点についても整理した。 

3. 成果 
 事業所内のリーダーと共に企画し、進めることができた。
 リーダーのファシリテーターとしての経験の場となった。
 ワークショップのプログラム設計について学ぶ機会となった。
 視察の学びから行動へつなげることができた。
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